
令和２年度公共交通事業者支援事業補助金（第１号及び第２号）

No. １） ２）

申請者 館山地区タクシー運営協議会 ジェイアールバス関東館山支店

事業名 新型コロナウイルス感染防止対策 一般線車両の部分ラッピング

事業内容 加盟社の車両に、飛沫感染防止用シートを設置し、

乗務員や利用者の手指消毒・マスクの着用を徹底

し、皆様に安心してタクシーをご利用いただける環

境整備を図る。

新型コロナウイルス感染症拡大期以降、社員手作り

のビニールカーテン設置⇒隙間が生じているほか、

料金受け渡しがしづらい状況がある。

新型コロナウイルス感染症の感染を懸念し乗務員

の退社あり。

乗務員・利用者の安心感を醸成していくことは事業

者側では喫緊の課題

館山地域を舞台としたアニメ「戦翼のシグルドリー

ヴァ」のキャラクター等を車体外側 3面にラッピン

グし、企画宣伝活動を行い、ファンなどの集客促進

を図る。

今回、600 ミリ×1200 ミリ ８種のラッピング

洲の崎線、南房州本線の運行に使用するもの。

アニメ「戦翼のシグルドリーヴァ」

別添資料参照

館山航空基地を舞台に展開し、10月～放送(12 回)

観光みなと課が館山市内の事業者と制作側のハブ

観光協会、会議所、館山城含む観光施設、旅行会社

公共交通事業者もこれを集客のチャンスと捉えて

おり、聖地巡礼など新たな顧客の獲得に取り組みた

いと考えている。

※聖地巡礼とは…

アニメ作品や映画・ドラマなどのファンが、作品

の舞台・モデルとなった場所や地域を訪れ、その作

品の世界観に浸ることをいいます。

交付申請額 ７２３，０００円 ４５６，０００円

対象台数 ３社３１台 ８台



令和２年度公共交通事業者支援事業補助金（第３号）

No. １） ２） ３） ４）

申請者 ジェイアールバス関東館山支店

東日本旅客鉄道館山駅

ジェイアールバス関東館山支店 館山日東バス

ジェイアールバス関東館山支店

館山日東バス

事業名 オープントップバスモニターツアー 新たな二次交通確保事業 広域移動が可能となる企画乗車券 ロケツーリズムモニターツアーの実施

事業内容 「潮風を感じる旅」をコンセプトに、地域の復興や

観光流動の促進、観光二次交通の整備を図るため、

10 月中の 2日間と令和 3年 2月の毎週土日に 2階

建てバスを活用したモニターツアーを実施する。

当初、ＪＲ館山駅の取組であったが、バス関東も積

極的に関与し、観光二次交通の確保・集客の可能性

が拡大している。

10月は、オープントップバスの本格運行に向けた実

車使用によるルート走行及び危険箇所、道路にはみ

出た樹木等の把握、モニターの声を収集することに

よる課題の整理を行うもの。

2月は、毎週土日（計 8日間）に新宿さざなみに接

続する便としてモニター運行を実施するほか、

2/14・21 は団体専用列車（B.B.BASE）に接続する

便としてモニター運行を実施し、今後の運行の可能

性を探る。

新たな交通手段として自転車をバスに車載可能と

することで市内における移動範囲と移動手段の拡

大を図る。

路線バス車両にサイクルラックを設置することに

より、市内観光の移動範囲と移動手段の拡大を図

る。また、市民もバスで市街地に出てきた後、自分

の自転車で点在する複数の目的地を巡ることが可

能となる。

一方で、館山市内に多くのサイクリストが来訪して

いる状況があり、初心者や急な悪天候時の救済が可

能となる。

館山を舞台にしたアニメの放送を契機として、キャ

ラクターを活用した館山日東バス及びＪＲバス関

東の路線バスが乗り放題となる企画乗車券を展開

する。

現在、自社路線のみ使用可能としている乗車券をフ

リー乗車券とすることにより、簡便で広域的な移動

が可能となることから来訪者をはじめとする利用

者の利便性が向上し、さらなる利用促進が図られ

る。また、台紙にアニメキャラクターを活用するこ

とにより、聖地巡礼など、新たな利用者の獲得につ

ながるものと考える。

路線バス車両及び館山駅前待合室にアニメキャラ

クターを活用したラッピングを行い、番組終了後に

ラッピング車両を使用したモニターツアーを  

企画・催行する。

10月中を目途に、作品中で登場する多くの施設近く

を運行する市内線の車両にアニメキャラクターの

ラッピングを施し、運行する。

（アニメの放送終了後である）年明け以降に、市内

線のルートを主体として観光地を巡るモニター

ツアーを実施し、市内線の可能性を探る。

交付申請額 ５００，０００円 ５００，０００円 ３２０，０００円 ５００，０００円


